

















畜社会は民主改革段階（1949—1953 年）を経て，互助合作運動段階（1954 年—1957 年）と















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































家畜 1群の頭数（頭） 担当人数 労働点数 
細毛羊 25 2＋1 1年間 710＋300点 
綿羊（雌） 300 3 全勤工分 
綿羊（雄） 300 2 1年間 720点 
山羊（雌） 300 3 全勤工分 
山羊（雄） 300 2 全勤工分 
牛（雌） 50 2—3 全勤工分 
牛（雄） 40 2 全勤工分 
馬 60—100 2—3 全勤工分 





































































































































































































































































































































































































































































年次 1949—1953年 1954—1958年 1958—1983年 1983年以降 
段階 民主改革 互助合作 人民公社 村民自治 
家畜 私有 出資・私有 入社・公有 私有 
土地 
（草原） 
不明 不明 公有 （所有権）公有 
（使用権）請負 
生産 個別生産 生産の組織化 集団生産 個別経営→生産合作 
分配 自給自足 労 4畜 6 評工記分 生産協力 
















2聞き取り調査資料 a：2013年 7月 21日，ドゥ
ルー鎮，HKMJ，カザフ族. 
3聞き取り調査資料 b：2014年 8月 1日，カラブ
ルグン郷，WF，漢族. 
4聞き取り調査資料 c：2016年 7月 28日，ドゥ
ルー鎮，LW，漢族. 
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